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放射性核種は、放射能測定もしくは質量分析による原子数測定により定量される。長寿命核種

の定量において、質量分析は同重体の干渉を受けるが放射能測定よりも感度の高い測定手法であ

る。加速器質量分析(AMS)は、原子番号の違いによる物理的性質の差を用いて同重体の分離する

長寿命核種の検出手法である。ここでは、10Be、60Fe、146Sm、244Pu に関する AMS での検出から

天文学への展開に関するトピックを紹介する。 

AMSにおいて、10Beなどの原子番号の小さな核種は、1 MeV/nucleon 程度に加速したイオンを

電離箱で測定する。阻止能の違いがスペクトル上で同重体との分離を可能にする。しかしながら

原子番号が大きくなるにつれて同重体との阻止能の相対的な差が小さくなるため、60Fe や 146Sm

は電離箱だけでは同重体との分離が難しくなる。そのため、大型の加速器を用いてできるだけ高

エネルギーに加速したイオンをガス充填磁石に導入する。ガス中での平均電荷の差による軌道の

違い、更には、ガス充填磁石の下流側に設置した電離箱による阻止能の違いを利用して同重体の

分離を行う。一方で、同重体による妨害のないアクチノイドでは、同重体の分離よりも寧ろイオ

ン源から検出器までを高い効率で輸送することが検出限界の向上につながる。ターミナル電圧 1 

MVのアクチノイド AMS専用の静電加速器を用いて、測定試料 1個に約 1000 原子の 244Puが含ま

れていれば検出可能になった。 

10Be は大気上層で宇宙線と空気との核反応により生成し地表や海底に沈着するので、堆積物の

年代測定に利用できる。60Feと 244Puはそれぞれ重力崩壊型超新星爆発や中性子星合体で生成する

ので、天文学的な展開が可能になる。146Sm は惑星形成の年代測定等に利用されている。146Smな

どの長寿命核種の半減期は放射能測定と質量分析による原子数測定により測定する。我々のグル

ープでは、いくつかの核反応で製造した 146Sm試料について 146Smの放射能測定と AMS による原

子数測定を行うことにより 146Smの半減期測定を行った 1。得られた新たな半減期により惑星形成

の年代に若干の修正が入った。また、10Beで堆積年代が明らかになった海底堆積物より 60Feと 244Pu

の検出を AMS を用いて試み、60Feはいくつかの年代で蓄積量の極大が見られた 2,3。これより、太

陽系近傍で起こった重力崩壊型超新星爆発により生成したものがパルス的に太陽系内に流入した

ことが示された。また、244Pu は過去 1000 万年でほぼ一定の流入があることが分かった。244Pu は

太陽系からはるか遠くで起こった中性子星合体などで作られたものが流入し続けていることを示

す。講演では他の研究者による超新星爆発の位置の推定などについても紹介する。 
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